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日本基督教団 神 戸 聖 愛 教 会 
教会創立 1882年3月1日（今年は教会創立144年） 

牧 師 小  栗    献 

〒651-0092 神戸市中央区生田町 1-1-27 
                       ☎ 078-221-7547 https://www.kobeseiai.org/ 

 

（三位一体後第 14 主日礼拝） 

 

週  報 

レプトン銅貨 

https://www.kobeseiai.org/


 

“神に従う人は誇らかに喜び祝い、御前に喜び祝って楽しむ” (詩編 68編 4)  

みんなの教会になる 楽しい教会になる 新しい教会になる 

 

ハレルヤ。主の僕らよ、主を賛美せよ、主の御名を賛美せよ。 

 

主日礼拝順序               2026 年 9月 6 日  

午前 10 時半 

   司 式・小 栗 牧 師 

   奏 楽・梅 嶋 法 子 

前    奏  

招 き の 言 葉  詩編 113 編 1 司  式  者 

賛  美  歌  3「扉を開きて」1-3 一 同 起 立 

罪 の 告 白    （週報 4面・スライド）     〃 

賛  美  歌  32「キリエ」     〃 

祈    祷    村 木 執 事 

聖 書 朗 読 ガラテヤの信徒への手紙 1章 1-10 (新 342 頁)      〃 

賛  美  歌 39-6「ハレルヤ」 

聖 書 朗 読 マルコによる福音書 12章 35-44 (新 87頁)        〃 

音 楽   

説    教  キリストの僕 小 栗 献 牧 師 

祈 祷  

――  沈 黙 （御言
みことば

を思いめぐらす時） ―― 

 

賛  美  歌  512「主よ、献げます」 一 同 起 立    

主 の 晩 餐  （教会の契約・ 83「聖なるかな」・主の祈り・81「主の食卓を囲み」) 

とりなしの祈り  

賛   美   歌    90「主よ、来たり、祝したまえ」1.4 

祝  福                        

後    奏   

 

（健康のご都合によっては、着席のまま礼拝に参加してください） 

※ 賛美歌、使徒信条は『讃美歌 21』交読は交読詩編です 

◎本日の礼拝当番 (司式) 小栗牧師（村木執事） （礼拝) 2 グループ 

次週 (司式) 阿久田孝司執事   (奏楽) 井筒知子     

  （礼拝) 2 グループ 

 

（三位一体後第 14 主日礼拝） 

 

総主題 「喜びに生きる」 



［集  会］ 

○ 9 月 6 日(日) 三位一体後第 14 主日礼拝〔10時半〕 

 礼拝後：定例役員会・執事会 13 時／コンサート 18 時／リハーサル（礼拝堂） 

 

9 日（水）19 時／KGV（4 階） 

10 日（木）10 時半／木曜礼拝 12 時／せいあい善隣カフェ 15 時／TNC Tour 

11 日（金）13 時半／山陽集会（北館） 

12 日（土）9 時／Team 幽弦(礼拝堂）10 時／KGV（1 階） 

 

○ 9 月 13 日(日) 三位一体後第 15 主日 敬老感謝礼拝〔10時半〕 

説教「弱いときにこそ」小栗 献 牧師 

招き：イザヤ書 46 章 4 

聖書：コリントの信徒への手紙二 12 章 7b-10、ヨハネによる福音書 16 章 22-24 

賛美歌： 466、25、39-6、532、4631.3 

礼拝後： 敬老感謝愛餐会 13 時／コンサート（礼拝堂）18 時／リハーサル（礼拝堂） 

 

［消  息］ 

 

［報  告］ 

○初めて礼拝にご出席の皆様、心から歓迎いたします。階下にお茶の用意がありますので 

 お気軽にお立ち寄りください。牧師にお話のある方はご遠慮なく声をおかけください。 

○来週の敬老感謝礼拝のこと 

 

◇今週の記念日 

 

  誕生日： 

 

  召天日：酒井喜代
き よ

、内藤 修、酒井恭子
きょうこ

、三田村ナオミ、村田 孝
たか

、谷口いと、村田周一郎 

            柴田岩男、川村眞三
しんぞう

、景山
かげやま

鉄夫
て つ お

、澤山周子
か ね こ

、志賀英明
ひであき

 

 

    (来週） 笹子大典、田中真理、中村多恵子、陰山泰光、和田 崇、長谷川嘉一郎、杉田達雄 

 

◇今月の執事・津田執事・國米執事 

 

◇先週の記録・礼拝出席 69 名 献金 70,850 円。木曜礼拝 10 名。 

  
 2026 年度 夏期特別感謝献金のお願い 

 

中東情勢の悪化による様々な影響が世界に広がっていますが、私たちは、主による平和を 

願い、常に主に望みをおいて、み言葉を世に伝えていく器でありたいと願います。 

どうか宣教の業のためにお献げくださいますよう、ご協力をお願いいたします。 

       献金目標額 65 万円 (8 月末現在 51万 ) 

期   間 2026 年 7 月～9 月末まで       執事会一同、財務部 



 

◇罪の告白◇ 

 

神よ、わたしたちは祈ります。 

 わたしたちの祈りをお聞きください。 

 

国と、人種と階級を分裂させる憎しみを、 

 神よ、おゆるしください。(沈黙） 

自分のものではないものを自分のものにしようとする、国と個人の欲望を、 

 神よ、おゆるしください。(沈黙） 

人間の労苦を悪用し、地球を荒廃させる貪欲を、 

 神よ、おゆるしください。(沈黙） 

他者の幸福や繁栄を羨み､妬む思いを、 

 神よ、おゆるしください。(沈黙） 

家を失い、よその土地から逃れて来た人々の苦しみへの無関心を、 

 神よ、おゆるしください。(沈黙） 

人間のからだを、いまわしい目的のために用いようとする欲望を、 

 神よ、おゆるしください。(沈黙） 

自分により頼み、神さまに信頼することをしない傲慢を、 

 神よ、おゆるしください。(沈黙） 

 

神よ､わたしたちを平和の器として用いてください。わたしたちが、目を、耳を、 

心を開き、あなたのためになすべき平和のわざとはいかなるものであるかを 

知ることができるようにしてください。平和の主なるイエスの名によって祈りま

す。 

 アーメン 

 

（コヴェントリー寺院の祈り・ベイントンの祈り『祈りの花束』より） 

 


